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1リリースノート

新機能および機能強化により、Autodesk 製品間の相互運用性が高まり、解析精度の向上、
および解析時間の短縮が実現しました。

新機能
この製品の新機能および機能強化の概要を説明します。

ライセンス前提条件

製品を初回実行する前に、Autodesk Network License Manager をインストールし
てアクセス可能にしておく必要があります。

注意: 製品を使用するには、有効な 2013 シリアル番号とプロダクト キーを取得
し、製品を登録してライセンスのアクティベーションを事前に行っておく必要があ
ります。

詳細な手順に関しては、「Autodesk Simulation Moldflow Adviser 2013 インスト
レーション ガイド」を参照してください。

Autodesk Simulation DFM
CAD 環境で Autodesk Simulation DFM を使用することで、成形品設計者は、プ
ラスチック成形品設計の製造可能性、コスト、および適性に関するフィードバック
をほぼ瞬間的に得ることができます。

Inventor、Inventor LT、SolidWorks、Pro/Engineer、および Creo Elements/Pro
ので部品にフィーチャーを追加した場合、これらの変更を反映して、製造可能性、
コスト、および環境保全に関するインジケータが更新されます。また、アンダー
カットや抜き勾配の不足などの設計の問題、およびウェルド ラインやヒケなどの
製造上の不良をモデル上で強調表示します。これらの設計および製造の問題を、コ
ストや時間を費やすことなく容易に解決することが可能となりました。

Autodesk Simulation DFM はサブスクリプション センターから入手可能で、
Autodesk Simulation DFM ライセンスまたは Autodesk Simulation Moldflow
Adviser ライセンスが必要となります。
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Autodesk Vault との統合
Autodesk Vault データ管理ソフトウェア製品との統合機能が Autodesk
Simulation Moldflow Adviser および Autodesk Simulation Moldflow Insight
製品で無償で利用可能となりました。Autodesk Vault 製品は、設計およびエ
ンジニアリング ワーク グループにおける、データ作成、シミュレーション、
ドキュメント作成プロセスの整理と管理やトラッキングを行います。

Autodesk Vault 製品を使用することで、データの安全な格納および集中管理
ができ、チームがデジタル プロトタイプ情報を容易に作成、共有、再使用で
きます。この統合機能を利用して、互換性のある Vault クライアントおよび
Vault サーバーをインストールすることで、Autodesk Simulation Moldflow
環境で基本的なファイル管理機能にアクセスできます。この機能によりプロ
ジェクトとそれに関連するファイルを管理できます。

このアドインには次の機能があります。

■ Autodesk Simulation Moldflow プロジェクトとそれに関連するファイル
のバージョン管理

■ モデル保管場所を集中化してのデータアクセスと管理
■ 随時更新されるプロジェクトの履歴
■ チーム メンバー間でのファイル共有
■ すべてのチーム メンバーがプロジェクトの最新バージョンでの作業を可

能とする、ファイルのローカル コピーの更新機能

制限: Vault クライアントがローカル マシンにインスールされていない場合
は、Autodesk Simulation Moldflow 製品のユーザー インターフェースには、
Autodesk Vault タブは表示されません。この機能を利用するには、ネット
ワークまたはローカル マシンに設置した Vault サーバーにもアクセス可能で
ある必要があります。

重要: Vault クライアントをインストールする前に Autodesk Simulation
Moldflow 製品をインストールする必要があります。

注: Vault クライアント インストーラは、Autodesk Simulation Moldflow
Adviser および Autodesk Simulation Moldflow Synergy - ユーザー インター
フェース製品のインストール メディア内の専用フォルダにあります。

Vault サーバー インストーラは、Autodesk Simulation Moldflow Adviser
および Autodesk Simulation Moldflow Synergy - ユーザー インターフェー
ス製品ボックスの専用 DVD にあります。

また、Autodesk Vault 製品は別途ダウンロードすることもできます。
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Autodesk Inventor Fusion ソフトウェアの改善
Autodesk Inventor Fusion ソフトウェアは、履歴に依存しない本格的な CAD
モデラーで、Autodesk Simulation Moldflow Adviser および Autodesk
Simulation Moldflow Insight 製品に無償で同梱されます。Autodesk Inventor
Fusion 製品により、成形品形状が元々作成された CAD システムやパラメト
リック関係の有無にかかわらず、成形品形状の編集が容易になりました。

Autodesk Inventor Fusion 2013 ソフトウェアはインストーラに含まれてお
り、Autodesk Simulation Moldflow Adviser または Autodesk Simulation
Moldflow Synergy - ユーザー インターフェース のインストール時に、デフォ
ルトで選択されます。または、別途ダウンロードすることも可能です。

インポートに追加ライセンスが不要な CAD フォーマット
Autodesk Simulation Moldflow Insight、Autodesk Simulation Moldflow
Adviser、および Autodesk Simulation Moldflow CAD Doctor 製品では、追
加の製品のインストールやライセンスを必要とせずに、Autodesk Inventor、
および SAT ファイルをインポートできるようになりました。

このライセンスが不要な機能で、IGES および STEP 形式ファイルのインポー
トも可能です。

Autodesk Simulation Moldflow Design Link の統合
Autodesk Simulation Moldflow Design Link のライセンスが新たに統合され
たバージョンでは、追加の CAD インポート形式が利用できます。

この新しいバージョンを必要なライセンスでインストールすると、Parasolid、
SolidWorks、Pro/ENGINEER、CATIA V4 および V5、NX、Rhino ファイル
を直接インポートできます。

Autodesk Simulation Moldflow CAD Doctor の更新
Autodesk Simulation Moldflow CAD Doctor に読み込んだソリッド CAD モ
デルを、スタディ (*.sdy) ファイルに格納したソリッド モデルとしてエクス
ポートできるようになりました。これらのスタディ ファイルは、Autodesk
Simulation Moldflow Insight または Autodesk Simulation Moldflow Adviser
にインポートできます。

これらのスタディ ファイルには、CAD 形式のジオメトリのソリッド モデル
が含まれるため、モデルの品質は Autodesk Simulation Moldflow Adviser
での処理用に最適化されます。

スタディファイルのインポート機能拡張
Autodesk Inventor または SAT 形式の形状が含まれるスタディ (*.sdy) ファ
イルを、Autodesk Simulation Moldflow Adviser スタディにインポートまた
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は追加することが可能になりました。これには、Autodesk Simulation
Moldflow Insight および Autodesk Simulation Moldflow CAD Doctor 製品
で作成したスタディ ファイルも含まれます。

旧バージョンでは、Dual Domain または 3D メッシュ モデル情報が含まれ
るスタディ ファイルのみのインポートが可能でした。メッシュ モデル情報の
有無に関係なく、ネイティブ CAD 形状 (*.ipt、*.iam、または *.sat 形式) が
含まれるスタディ ファイルをインポートできるようになりました。

注: インポートするスタディに複数の CAD モデルがある場合は、最初の CAD
モデルのみが処理されます。

ソルバー機能強化による精度および速度の改善
解析ソルバーのパフォーマンスを改善する機能強化が行われました。

Dual Domain モデルにおける並列解析テクノロジによる解析時間の改善
Dual Domain の流動解析および充填+保圧解析においても、並列解析テクノ
ロジが使用可能となり、解析時間が短縮されました。

従来は、並列解析テクノロジは 3D 解析ソルバーでのみ利用可能でした。

自動並列化により、ソルバーは各タイム ステップで CPU 使用量を読み込み、
解析のそのタイム ステップで使用する適切なスレッド数を割り当てます。こ
のため、解析中にマシン負荷 (CPU 使用量) が変化すると、解析で使用するス
レッド数も変化します。

自動並列化の最大の利点はその効率性です。ソルバーは、解析中に使用する
最も効率的なスレッド数を決定するために物理コアを探します。これにより、
マシンが高負荷になるのを防止し、可能な場合は速度の改善ができます。

3D 解析ソルバーにおける OpenCL のサポート
3D 解析時間を短縮できる GPU (グラフィックス プロセッシング ユニット)
テクノロジが、従来よりサポートされている NVIDIA CUDA グラフィックス
カードに加えて、OpenCL 対応の AMD グラフィックス カードでも使用でき
るようになりました。

OpenCL は、GPU テクノロジの使用をサポートする解析すべてで利用できる
ようになりました。

互換性のあるグラフィックス カードがコンピュータで利用可能な場合、解析
で GPU が自動的に使用されます。グラフィックス カードは、倍精度演算能
力を有するものでなければなりません。

注: グラフィックス カードが CUDA と OpenCL 両方をサポートするコン
ピュータでは、解析では CUDA テクノロジを優先的に使用します。

4 リリース ノート



3D 解析テクノロジにおける高分解能解析オプションの改善
3D 解析前のモデルのプリプロセスが改善されました。解析精度を上げるため
に [高分解能解析] オプションを選択した場合の 3D モデルの処理がより効率
的になり、解析モデルの品質が改善されました。

このオプションを使用した 3D モデルの解析時間が、従来のリリースにより
も短くなりました。解析結果、特に充填パターンの予測、結果データの対称
性の精度が向上しました。これらの改善は、特に肉厚な 3D モデルにおいて
顕著です。

[高分解能解析] オプションは、デフォルトでは選択されません。これを有効
にするには、  ([ホーム] タブ > [成形プロセス設定] パネル > [プロセス設定
ウィザード]) をクリックし、[精度] タブで [高分解能解析] を選択します。

3D 自動射出時間の改善
厚肉 3D モデルの自動射出時間の計算結果が、非常に長い射出時間となる場
合がありました。より現実的な結果を生成するために、この計算に使用する
アルゴリズムが変更されました。

薄肉成形品の自動射出時間の計算は変更されていません。

3D ウェルドライン予測の改善
お客様からのご要望にお応えして、3D 解析でのウェルド ラインの計算が改
善されました。この新しい方法では、フロー フロント周辺のより広い領域を
検索でき、従来は検出されなかったウェルド ラインの検出が可能となりまし
た。

より広い領域を確認できるようになったことで、従来より小さなウェルド ラ
インの検出に加えて、既存のウェルド ラインの精度も改善されました。

材料データベースの変更
次の表は、Autodesk Moldflow 2012、SP 1 リリース以降に実施された材料
データベースへの変更をまとめたものです。

これらの変更には、この製品で実施されたソルバー変更に伴って必要となっ
た新しいデータ、および材料メーカーからの新しい情報が含まれます。

これらの変更に関する詳細は、別途提供される材料データベース ドキュメン
ト「Material Database Changes (英語)」を参照してください。

熱可塑性樹脂データベースへの変更

■ メーカーの総数 : 451

■ 追加した新規メーカーの数 : 19

■ 削除したメーカーの数 : 13
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■ グレードの総数 : 8720

■ 追加したグレード : 703

■ 削除したグレード : 671

■ 修正したグレード : 4614

■ 特定のデータ :

■ 特定の pvT データを持つグレード : 5307

■ 長繊維フィラーの初期長データを持つグレード : 25

■ 特定の結晶形態データを持つグレード : 19

■ デフォルトの収縮特性データを持つグレード : 2022

■ 結晶化 – 残留応力データを持つグレード : 1127

■ 結晶化 – 残留歪データを持つグレード : 1165

■ RSC または ARD-RSC ファイバー – 残留応力データを持つグレード :
702

■ RSC または ARD-RSC ファイバー – 残留歪データを持つグレード : 751

■ RSC または ARD-RSC および結晶化 – 残留応力データを持つグレード
: 490

■ RSC または ARD-RSC および結晶化 – 残留歪データを持つグレード :
510

Autodesk Simulation Moldflow Communicatorの互換性
Autodesk Simulation Moldflow Adviser 2013 からエクスポートした Moldflow
結果ファイル (*.mfr) を表示するには、Autodesk Simulation Moldflow
Communicator 2013 を使用してください。

Autodesk Simulation Moldflow Communicator 結果ビューワはインストー
ラに含まれており、Autodesk Simulation Moldflow Adviser または Autodesk
Simulation Moldflow Synergy - ユーザー インターフェース のインストール
時に、デフォルトで選択されます。または、別途ダウンロードすることも可
能です。

6 リリース ノート


	目次
	リリース ノート
	新機能
	Autodesk Simulation DFM
	Autodesk Vault との統合
	Autodesk Inventor Fusion ソフトウェアの改善
	インポートに追加ライセンスが不要な CAD フォーマット
	Autodesk Simulation Moldflow Design Link の統合
	Autodesk Simulation Moldflow CAD Doctor の更新
	スタディ ファイルのインポート機能拡張
	ソルバー機能強化による精度および速度の改善
	Dual Domain モデルにおける並列解析テクノロジによる解析時間の改善
	3D 解析ソルバーにおける OpenCL のサポート
	3D 解析テクノロジにおける高分解能解析オプションの改善
	3D 自動射出時間の改善
	3D ウェルド ライン予測の改善

	材料データベースの変更

	Autodesk Simulation Moldflow Communicator の互換性


